
法
華
経
に

お

け
る
上
慢
の
四
衆
と
の

関
係
よ
り
見
た
る
菩
薩
行
（
そ
の
四

伊

藤

瑞

叡

本
論
は

左
記
の
次
第
を
と
る
。

一

、
問
題
の
所
在

二
、
ア
ビ
ダ
ル
マ
仏
教
お
よ
び
唯
識
思
想
に
お
け
る
慢

三
、
十
地
経
お
よ
び
十
地
経
論
に
お
け
る
慢
（
い
わ
ゆ
る
菩
薩
行
の
エ
、
テ
ル
ケ
ー

　
ス
と
し
て
の
十
地
に
お
け
る
慢
の
対
治
の
様
相
）

四
、
法
華
経
に
お
け
る
菩
薩
比
丘
と
上
慢
比
丘
と
の
関
係
に
つ
い
て

　
O
　
序
品
第
一
に
お
け
る
仏
子
と
増
上
慢

　
⇔
　
方
便
品
第
二
に
お
け
る
過
去
に
見
仏
せ
る
生
類
、
世
尊
の
衆
会
、
菩

　
　
薩
と
上
慢
比
丘

　
日
　
壁
パ
喩
品
第
三
に
お
け
る
世
尊
の
声
聞
と
慢
あ
る
も
の

　
四
　
法
師
品
第
十
に
お
け
る
菩
薩
と
増
上
慢
者

　
㈲
　
勧
持
品
第
十
三
に
お
け
る
世
尊
の
声
聞
・
菩
薩
と
増
上
慢
な
る
も
の
、

　
　
な
い
し
菩
薩
比
丘
と
上
慢
比
丘

　
　
　

法
華
経
に
お
け
ろ
上
慢
の
四
衆
と
の
川
係
亡
り
見
た
る
苫
隣
行
（
二
、
の
四
）
（
伊
藤
）

　
　
㈹

　
安
楽
行
品
第
十
四
に
お
け
る
菩
薩
比
丘
と
上
慢
比
丘
．
悪
慧
の
衆
生

　
　
㈹
　
分
別
功
徳
品
第
十
七
に
お
け
る
二
念
信
解
な
い
し
深
心
信
解
、
聴
聞
随

　
　
　
喜
な
い
し
勤
修
六
度
の
）
善
男
子
善
女
人
と
、
増
上
慢
な
い
し
行
五
波
羅

　
　
　
蜜
の
菩
薩

　
　
の

　
常
不
軽
菩
薩
品
第

二
十
に

お

け
る
常
不
軽
菩
薩
と
増
上
慢
あ
る
（
ー

　
　
　
上
慢
の
）
四
衆

　

五
、
結
　
論

　
以

上
の

中
、
　
一
と
三
に
『
前
田
専
学
博
士
還
暦
記
念
諭
集
〈
我
〉
の
思
想
』

五
九
七
頁
以

下

に
、
二
と
四
の
O
・
口
は
「
法
華
経
に
お
け
る
上
慢
の
四
衆
と

の

関
係
よ
り
見
た
る
菩
薩
行
（
そ
の
一
）
」
と
題
し
て
立
正
大
学
『
日
蓮
教
学
研

究
所
紀
要
』
第
二
十
号
に
、
四
の
日
・
四
・
㈲
の
前
部
を
「
（
そ
の
1
1
）
」
と
題

し
て
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
四
十
一
巻
一
号
に
、
そ
れ
ぞ
れ
掲
載
し
た
o

そ
し
て
岡
の
後
部
，
N
　
r
（
そ
の
三
）
」
と
題
し
て
所
定
の
研
究
誌
に
掲
載
す
る
予

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
ヒ



法
華
文
化
研
究
（
第
一
九
号
）

定
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
は
所
与
の
紙
面
の
都
合
上
、

下
の
如
し
。

要
文
摘
出

以
上
の

中
、
㈹
を
掲
載
す
る
こ
と
．
以

内
　
安
楽
行
品
に

お
け

る
菩
薩
比
丘
と

　
上
慢
比

丘
・
悪
慧
の
衆
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

⑩
安
楽
行
品
第
十
四
の
身
安
楽
行
を
説
く
重
頒
に
左
の
如
く
あ
る
．
、

ω
　
お
よ
そ
菩
薩
あ
り
て
恐
ろ
し
い
後
の
世
に
、
怯
び
え
な
く
畏
れ
な
く
、
こ

　
の

経
を
顕
説
せ
ん
と
欲
す
る
な
ら
ば
（
）
．
o
▽
昆
巨
巴
こ
く
ρ
吉
合
。
嵩
弓
ロ
い
8
ひ

　
蚕
8
ω
已
O
曽
旨
〇
二
臼
㊤
召
O
O
［
8
目
㊥
「
ρ
ピ
ぽ
O
ε
ヨ
P
き
ご
コ
O
≦
絵
毒
島
缶
廿
若
し
菩
薩

　

あ
り
　
後
の
悪
世
に
於
て
　
無
怖
畏
の
心
を
も
ち
　
此
の
経
を
説
か
ん
と
欲
せ
ば
）
、

②
　
行
為
（
ー
行
処
）
・
行
処
（
ー
親
近
処
）
を
守
る
べ
き
で
あ
る
（
弩
巴
P
⑳
。
9
日
ヨ

　

毒
冨
算
応
に
行
処
及
び
　
親
近
処
に
入
る
べ
し
）
。
…
…

ω
　
か
れ
は
律
や
阿
含
に
安
住
せ
る
増
上
慢
あ
る
も
の
に
親
近
す
る
べ
き
で

　

な
い
。
か
れ
は
阿
羅
漢
な
り
と
思
い
な
す
破
戒
の
諸
比
丘
を
避
け
る
べ
き

　
S
Y
－
E
｝
“
s
7
　
（
a
d
h
i
∋
a
T
n
i
n
　
n
a
　
s
e
v
e
t
a
　
v
i
n
a
y
c
　
c
’
　
a
J
g
a
m
e
　
s
t
h
i
t
a
“
n
　
1
a
r
h
a
n
t
a
－

　
s
a
r
p
m
a
t
a
n
　
b
h
i
k
＄
i
t
n
　
d
u
l
．
）
S
i
l
a
r
p
：
g
　
c
f
f
i
v
a
　
v
a
r
j
a
y
e
t
＝
二
亦
増
上
慢
の
人
小

　
乗
に

貧
著

す
る
　
三
蔵
学
者
に
親
近
せ
ざ
れ
　
破
戒
の
比
丘
　
名
字
の
羅
漢
…
…

六
八

　

に

皆
親
近
せ
ざ
れ
）
。

⑥
　
…
…
こ
れ
が
行
為
（
ー
行
処
）
A
J
い
－
S
）
4
e
“
Q
　
（
a
c
a
r
o
　
a
y
a
m
　
u
c
y
a
t
e
）
。

⑦
　
し
か
し
か
れ
に
近
づ
い
て
無
上
菩
提
に
つ
い
て
法
を
問
う
も
の
が
あ
る

　
な
ら
ば
、
か
れ
は
そ
の
人
に
勇
猛
に
畏
れ
な
く
貧
著
な
く
常
に
説
く
べ
き

　
で
－
f
i
｝
“
Q
　
（
y
a
g
　
c
f
f
i
n
a
m
　
u
p
a
s
a
r
p
k
r
a
m
y
a
　
d
h
a
r
m
a
n
i
　
p
；
c
c
h
e
　
’
g
r
a
－
b
o
d
l
i
a
y
e

　
1
　
t
a
s
y
a
　
b
h
a
s
e
t
　
s
a
d
a
－
　
d
h
i
r
o
　
a
n
o
l
i
n
o
　
a
n
i
g
r
i
t
a
l
．
i
　
1
「
　
7
　
I
一
是
の
若
き
人
等
　
好

　
心

を
以
て
来
り
　
菩
薩
の
所
に
到
っ
て
　
仏
道
を
聞
か
ん
と
せ
ば
　
菩
薩
則
ち
無

　
所
畏

の

心

を
以
て
　
情
望
を
懐
か
ず
し
て
　
為
に
法
を
説
け
）
。

鱒
　
わ

れ

の

浬
薬
の

後

に
、
諸
比
丘
は
わ
れ
の
威
儀
を
保
守
す
る
も
の
で
あ

　
る
べ
き
で
あ
り
、
決
し
て
怯
弱
あ
る
こ
と
な
く
、
こ
の
経
を
世
間
に
顕
説

　
す
る
べ
き
で
あ
る
（
若
し
比
丘
あ
っ
て
我
が
波
後
に
於
て
是
の
行
処
及
び
親

　
近
処
に

入

り
　
斯
の
経
を
説
か
ん
と
き
は
　
怯
弱
あ
る
こ
と
な
け
ん
）
。

　
な
お
ω
に
対
応
す
る
長
行
に
は
「
声
聞
乗
を
求
め
る
比
丘
・
比
丘
尼
・
清
信

士
・
清
信
女
に
親
F
R
　
￥
）
t
V
x
　
（
g
r
a
－
v
a
k
a
－
y
a
n
i
y
a
r
p
g
　
c
a
　
b
h
i
k
＄
u
－
b
h
i
k
＄
u
r
p
y
－
u
p
5
s
a
＝
＝

k
c
）
p
a
s
i
k
a
　
n
a
　
s
e
v
a
t
e
声
聞
を
求
む
る
比
丘
・
比
丘
尼
・
優
婆
塞
・
優
婆
夷
に
親
近
せ

　
（
2
）

ざ
れ
）
」
云
々
と
あ
る
。

解
析
構
成

⑧
　

〈
肯
定
の
対
象
と
あ
る
人
間
像
は
菩
薩
で
あ
る
〉



　
菩
薩
は
、
㈱
（
世
尊
の
）
威
儀
を
保
守
し
つ
づ
け
る
諸
比
丘
（
一
蔓
・
、
る
三
ρ
三

y
o
　
m
a
r
n
a
　
r
a
k
＄
a
m
a
n
o
．
．
．
b
h
l
k
s
［
i
）
で
あ
り
、
ω
（
如
来
滅
度
の
）
後
の
世
に

（p
a
！
u
A
t
－
k
L
i
l
。
）
こ
の
経
x
M
　
（
i
d
a
r
p
　
s
v
t
r
a
T
1
）
）
顕
説
（
で
日
－
〆
＼
－
言
恥
）
せ
ん
と
欲
す

る
な
ら
、
…
…
ω
増
上
慢
あ
る
も
の
（
①
戸
二
旨
ヨ
助
コ
ニ
一
憎
上
慢
人
）
で
あ
る
諸
比
丘

（他
に
国
王
・
王
子
・
大
臣
・
戯
者
・
栴
陀
羅
・
外
道
・
戯
笑
を
好
む
比
丘
尼
等
）
に
親

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
へ

近
す
る
べ
き
で
な
い
（
日
9
〆
、
p
ε
が
、
し
か
し
E
（
白
ら
に
）
近
づ
い
て
（
三
、
p
、

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
へ
　
　
う
　
へ
　
も
　
　
め
　
　
も
　
ヤ
　
ヘ
　
　
パ
　
　
ゐ
　
　
も
　
も
　
ヘ
　
　
ヤ

s
a
r
p
k
r
a
m
y
a
）
　
＄
｛
上
菩
提
に
つ
い
て
法
を
問
う
も
の
に
は
（
｝
、
問
恥
…
合
ρ
コ
旨
ヨ
三
、

c
c
h
e
　
’
g
r
a
－
b
o
d
h
a
y
e
，
　
t
a
s
y
a
為
レ
聞
二
仏
道
一
）
、
無
所
畏
に
し
て
常
に
（
法
を
）
説

く
”
〈
　
i
v
　
（
b
h
a
s
．
e
t
　
g
．
a
d
a
　
c
l
h
i
r
o
）
も
の
で
あ
り
、
㈱
こ
の
経
を
世
間
に
顕
説
↓
」
’
ろ

（
p
r
a
k
t
i
“
．
a
y
e
t
　
s
u
t
r
a
t
n
　
i
d
a
r
p
　
h
i
　
I
o
k
e
）
も
の
で
あ
る
。

　
⑥

　
〈
否
定
の
対
象
と
な
る
人
間
像
は
増
上
慢
あ
る
も
の
で
あ
る
〉

　
増
上
慢
あ
る
．
p
　
Q
　
（
a
d
h
i
m
a
n
i
n
増
上
慢
人
）
と
は
、
鱒
（
広
義
に
は
）
声
聞
乗
を

4）

（　
S
“
Q
　
（
S
r
a
v
a
k
a
－
y
a
n
i
y
a
求
声
聞
）
比
丘
・
比
丘
尼
・
清
信
士
．
清
信
女
（
ー
四

衆
）
で
あ
る
が
、
④
（
狭
義
に
は
）
律
や
阿
含
に
安
住
せ
る
も
の
（
＜
三
3
、
。
で
．
ぶ
ρ
∋
・

st
h
i
t
a
小
乗
二
食
著
ス
ル
三
蔵
学
者
）
で
’
　
（
｛
1
ら
）
「
阿
羅
漢
な
り
」
と
思
い
な
す

破
戒

の
諸
比
丘
（
。
ユ
痴
三
ρ
－
墨
目
ヨ
p
｛
ρ
匡
、
二
”
。
．
三
芦
竺
騨
破
戒
ノ
比
丘
、
名
字
ノ
羅

漢
）
で
あ
る
。

◎
　
両
者
の
異
点
は
自
明
で
あ
ろ
う
。

法
華

経
に

お
け
る

上
慢
の

四
衆
と

の
関
（li

よ

り

見

ヱ
「L
l’

薩
ai

A
の

四

w
　伊
藤
口

要
文
摘
出

　
⑪
　
安
楽
行
品
の
意
安
楽
行
を
説
く
百
頒
と
、
そ
れ
に
次
続
す
る
誓
願
安
楽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

行

を
説
く
長
行
と
に
は
、
意
味
適
合
性
あ
る
関
係
が
見
ら
れ
る
。
左
の
如
し
。

倒

　
法
師

は
詔
曲
と
慢
と
邪
偽
を
残
ら
ず
捨
て
、
こ
の
経
を
顕
説
し
よ
う
と

　
欲

す
る
賢
者
も
決
し
て
嫉
妬
を
な
す
べ
き
で
は
な
い
（
若
し
是
の
経
を
説
か

　
ん

と
欲
せ
ば
　
当
に
嫉
志
慢
諸
　
誰
邪
偽
の
心
を
捨
て
て
　
常
に
質
直
の
行
を
修

　
す
べ
ー
）
）
。

㈹
　
か
れ
は
誰
に
も
決
し
て
軽
蔑
を
告
げ
て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
所
見
に
よ

　

る
論
争
を
な
し
て
は
な
ら
な
い
。
「
な
ん
じ
は
無
上
な
る
智
を
得
な
い
だ

　
ろ
う
」
と
（
言
っ
て
）
、
（
他
老
を
）
疑
悔
（
せ
し
め
る
）
要
因
を
作
る
べ

　
き
で
は
な
い
。
　
（
人
を
軽
蔑
せ
ず
　
亦
法
を
戯
論
せ
ざ
れ
　
佗
を
し
て
疑
悔
せ
し

　

め
て
「
汝
は
仏
を
得
じ
」
と
云
は
ざ
れ
）
。

㈹

　
そ
の
善
逝
の
子
は
常
に
質
直
・
柔
和
に
し
て
忍
耐
つ
よ
い
。
こ
の
法
を

　
何
度
も
顕
説
す
る
も
、
か
れ
に
倦
怠
は
決
し
て
何
も
な
い
。
（
是
の
仏
子
法

　

を
説
か
ん
に
は
　
常
に
柔
和
に
し
て
能
く
忍
ご
　
一
切
を
慈
悲
し
て
　
解
怠
の
心

　

を
生
ぜ
ざ
れ
）
。

⑫

　
お
よ
そ
諸
菩
薩
あ
っ
て
衆
生
を
憐
懲
し
て
’
世
間
に
行
ず
る
も
の
が
あ

　

る
な
ら
、
そ
の
か
れ
ら
は
す
べ
て
わ
が
師
で
あ
る
と
、
賢
者
は
か
れ
ら
に

　
尊
師

と
し
て
の
尊
重
を
生
ず
る
べ
き
で
あ
る
（
十
方
の
大
菩
薩
衆
を
懲
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
九
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文
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研
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が

故
に
道
を
行
ず
る
に
対
し
　
恭
敬
の
心
を
生
ず
べ
し
　
「
是
れ
則
ち
我
が
大
師
な

　
　

り
」
と
）
。

　
⑬
　
両
足
の
上
尊
で
あ
る
諸
仏
を
憶
念
し
て
、
常
に
諸
時
那
に
父
の
想
い
を

　
　

な
す
べ
き
で
あ
る
。
増
上
慢
の
念
い
を
す
べ
て
捨
て
て
、
そ
の
と
き
か
れ

　
　
に

は

障
擬
は

な
い
。
（
諸
仏
世
尊
に
於
て
　
無
上
の
父
の
想
を
生
じ
　
僑
慢
の
心

　
　

を
破
し
て
　
法
を
説
く
に
障
畷
な
か
ら
む
）
。

　
⑭
　
（
省
略
）

　
．
…
：
お
よ
そ
菩
薩
摩
詞
薩
に
し
て
、
如
来
の
般
浬
葉
の
後
、
正
法
の
滅
尽
す

る
後
時
が
転
現
す
る
と
き
（
s
a
d
d
h
a
r
m
a
－
p
r
a
t
i
k
．
＄
a
〉
’
a
n
t
a
－
k
a
l
e
　
v
a
r
t
a
m
，
f
i
n
a
）
、

こ
の
法
門
を
受
持
せ
ん
と
欲
す
る
な
ら
ば
（
一
日
p
ヨ
〔
宗
2
ヨ
p
－
苫
ロ
・
3
・
p
∋
住
言
7

a
y
i
t
u
－
k
a
m
a
s
）
、
そ
の
比
丘
は
（
t
e
n
i
，
　
b
h
i
k
s
q
コ
勘
）
在
家
・
出
家
の
人
々
の
も
と

か

ら
遠
く
離
れ
て
遊
行
し
、
慈
の
住
を
も
っ
て
遊
行
す
る
べ
き
で
あ
る
（
ヨ
ρ
葺
7

v
i
h
a
M
r
e
r
p
a
　
c
a
　
v
i
h
a
r
t
a
＜
y
a
m
）
。
そ
し
て
菩
提
へ
発
趣
せ
る
（
こ
と
の
な
い
）

　
　
　
　
　
へ
　
　
も
　
　
も
　
　
へ
　
　
う

衆
生
が
あ
る
な
ら
ば
（
芸
6
・
・
p
こ
曇
げ
o
〔
夢
鴎
p
8
コ
弓
「
9
〔
三
狂
O
言
毒
一
三
‥

se
m
s
　
c
a
n
　
g
a
r
’
i
　
d
a
g
　
b
y
a
i
5
　
c
h
u
b
　
t
u
　
y
a
h
　
d
a
g
　
p
a
r
　
m
a
　
s
h
u
σ
g
．
　
p
a
　
1
2
3
b
3
）
、

か

れ

ら
す
べ
て
の
前
に
あ
っ
て
、
願
楽
を
生
ず
る
べ
き
で
あ
る
（
る
菩
o
言
合
・

旬

喝

津
ρ
ぐ
O
、
ご
む
。
コ
三
ユ
゜
b
s
k
y
e
d
　
p
a
r
　
b
y
a
l
．
i
o
）
　
（
～
於
二
木
家
出
家
人
中
一
生
二
大
慈
心
「

於
二
非
菩
薩
人
中
一
生
二
大
悲
心
「
～
其
是
比
丘
当
レ
行
二
慈
殴
場
向
下
諸
白
衣
出
家
寂
志
一
切

郡

生
。
行
二
菩
薩
道
一
者
い
）
。
ま
た
か
れ
ら
は
か
く
の
如
く
発
心
す
る
べ
き
で
あ
る
。

「あ
あ
、
大
い
な
る
悪
慧
の
も
の
（
∋
ρ
言
－
合
宅
「
ど
旨
］
勃
一
る
）
で
あ
る
と
こ
ろ

の
、
こ
れ
ら
衆
生
は
、
如
来
の
善
巧
方
便
を
有
す
る
随
宜
所
説
意
趣
を
聞
か
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
o

知
ら
ず
覚
ら
ず
問
わ
ず
信
ぜ
ず
信
解
し
な
い
（
9
二
る
σ
q
算
器
∨
δ
冨
誘
－
穴
p
募
巳
吉
ヨ

sa

n
i
d
h
a
－
b
h
c
i
＄
i
t
a
r
p
　
n
a
　
g
；
o
v
a
n
t
i
～
n
a
　
［
g
r
a
d
d
a
d
h
a
n
t
i
　
n
a
d
h
i
m
u
c
y
a
n
t
e
）
O
況

ん
や

こ
れ
ら
の
衆
生
は
こ
の
法
門
に
入
ら
ず
悟
，
S
N
K
e
－
6
い
　
（
i
m
a
T
p
　
d
h
a
r
m
a
－
I
，
a
r
＝

ya
y
a
T
p
　
n
a
v
a
t
a
r
a
n
t
i
　
n
a
　
b
u
d
h
y
a
n
t
e
）
。
　
．
＿
）
か
し
な
が
ら
わ
れ
は
無
上
正
等
覚

を
正
覚
し
て
　
（
a
h
a
m
～
a
b
h
i
s
a
r
p
b
u
d
h
y
a
）
、
そ
の
人
が
ど
こ
に
い
よ
う
と
も
、
そ

こ
で
か
れ
を
、
わ
れ
は
神
通
力
を
も
っ
て
引
摂
し
信
受
せ
し
め
趣
入
せ
し
め
成

熟
せ
し
め
る
べ
き
で
あ
る
（
r
d
d
h
i
－
b
a
l
e
n
’
a
“
く
a
r
j
a
y
i
＄
．
y
a
－
m
i
N
p
a
r
i
p
a
u
y
i
＄
y
5
m
i
）
」

’
V
o
　
（
菩
薩
摩
詞
薩
の
、
後
の
末
世
の
法
滅
せ
ん
と
欲
す
る
時
に
於
て
、
法
華
経
を
受
持

］

、
・
る
こ
と
あ
ら
ん
者
に
、
在
家
・
出
家
の
人
の
中
に
於
て
大
慈
の
心
を
生
じ
、
菩
薩
に
非

る
人
の
中
に
於
て
大
悲
の
心
を
生
じ
’
是
の
念
を
作
す
べ
し
、
「
是
の
如
き
の
人
は
則
ち

為
れ

大
に
如
来
の
方
便
ア
ル
随
宜
の
説
法
を
失
へ
り
。
聞
か
ず
知
ら
ず
覚
ら
ず
’
問
は
ず

信
ぜ

ず
解
せ
ず
。
其
の
人
是
の
経
を
問
は
ず
、
信
ぜ
ず
、
解
せ
ず
と
難
も
、
我
阿
柄
多
羅

三
貌

三
菩

提
を
得
ん
時
、
随
っ
て
何
れ
の
地
に
在
っ
て
も
、
神
通
力
・
智
慧
力
を
以
て
、

之

を
引
い
て
是
の
法
の
中
に
住
す
る
こ
と
を
得
せ
し
め
ん
」
と
）
。

解
析
構
成

　
⑧

　

〈
肯
定
の

対
象

と
な
る
人
間
像
は
法
師
た
る
菩
薩
比
丘
で
あ
る
〉

　
こ
こ
で
い
う
菩
薩
と
は
、
動
善
逝
の
子
曾
σ
q
。
ド
四
吟
吉
勺
三
呂
仏
子
）
、
⑭
賢
者

（o
召
合
ρ
智
者
）
、
倒
法
師
（
d
h
a
r
m
a
－
b
h
a
J
n
a
k
a
）
と
称
さ
れ
、
長
行
で
は
比
丘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
へ
　
　
て
　
　
へ
　
　
も
　
　
も
　
　
ツ
　
　
へ

（b
h
i
k
＄
u
）
と
称
さ
れ
る
か
ら
、
法
師
た
る
菩
薩
比
丘
で
あ
る
と
知
ら
れ
る
が
’



㈹
に

「
衆
生
を
憐
懸
し
て
世
間
に
行
ず
る
（
切
巴
言
習
旨
ロ
∋
冨
吉
8
「
p
ロ
［
＝
・
宮

慰
レ
衆
故
行
レ
道
）
諸
菩
薩
（
大
菩
薩
）
を
わ
が
師
で
あ
る
（
翁
・
・
品
日
げ
言
’
、
日
ご
ヨ
p
ご

る
∋
是
則
我
大
師
）
と
（
お
も
い
な
し
て
）
尊
師
と
し
て
尊
重
を
生
ず
る
べ
き
で

－
（
i
｝
r
Q
　
（
g
u
r
u
－
g
q
a
u
r
a
v
a
r
p
．
．
．
j
a
n
c
t
a
応
レ
生
二
恭
敬
心
一
）
」
と
見
え
る
か
ら
、
い
わ
ゆ

る
妙
法
華
で
い
う
懲
衆
故
行
道
の
大
菩
薩
ー
勧
持
品
に
明
示
さ
れ
る
菩
薩
に
相

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
ヤ
　
　
パ
　
　
ゼ
　
　
も

当
す
る
か
ー
に
対
し
て
は
、
初
心
の
菩
薩
で
あ
る
、
と
知
ら
れ
る
。

　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ツ
　
　
ヘ
　
　
ゼ
　
　
ハ
　
　
ヤ

　

（初
心
の

菩
薩
で

あ
る
か
ら
）
長
行
に
よ
る
と
、
こ
の
法
門
を
受
持
せ
ん
と

欲
す
る
（
i
n
i
a
r
p
　
d
h
a
r
m
a
－
p
a
r
y
i
i
〉
’
a
i
p
　
V
－
d
l
i
；
　
d
h
a
r
a
y
i
t
u
－
k
t
i
m
a
　
“
，
　
．
受
コ
持
法
華

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ゼ
　
へ
　
　
も
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
ゼ

経
一
者
）
な
ら
、
在
家
・
出
家
の
人
女
の
も
と
か
ら
遠
く
離
れ
て
…
…
慈
の
住
を

も
っ
て
遊
行
（
σ
q
昌
P
。
・
；
P
弓
日
ー
、
「
。
三
仙
呂
∋
。
三
芸
註
（
言
「
。
旨
．
．
．
m
a
i
t
r
i
－
v
i
h
a
－
　
r
e
n
a

c
a

ぐ
丁
べ
－
言
於
二
在
家
出
家
人
中
つ
大
生
二
大
慈
心
一
）
し
、
菩
提
へ
発
趣
せ
る
こ
と
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

な
い
衆
生
ら
に
対
し
て
は
願
楽
（
△
悲
燈
）
を
生
ず
る
（
於
二
非
菩
薩
人
中
一
生
二
大
悲

心
一
）
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
。

　

＊
　
こ
れ
は
今
品
と
勧
持
品
と
の
相
依
な
い
し
対
比
の
関
係
を
推
知
せ
し
め

る
で
あ
ろ
う
。

　
ノ　
＠
別
言
す
る
な
ら
ば
、
「
わ
れ
は
無
上
正
等
覚
を
正
覚
し
て
　
（
a
h
a
m
～
c
l
b
h
＝

is
a
r
p
b
u
d
h
y
a
我
得
二
阿
○
提
一
）
、
大
い
な
る
悪
慧
の
も
の
で
あ
る
衆
生
を
、
神
通

力
を
も
っ
て
引
摂
し
～
成
熟
せ
し
め
る
べ
き
で
あ
る
（
琶
合
ε
但
言
、
o
♂
、
均
こ
3
，
頓
下

a
m
i
～
p
a
r
i
p
a
c
a
y
i
＄
y
a
m
i
以
二
神
通
力
智
慧
力
一
引
レ
之
令
レ
得
レ
往
二
是
法
中
一
）
」
と
発
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
へ
　
も
　
め
　
て
　
も
　
パ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ
　
へ
　
て
　
ヤ
　
ヤ

（作
二
是
念
一
）
し
て
’
⑬
諸
仏
を
憶
念
し
て
　
（
s
m
a
r
i
t
v
a
　
b
u
d
d
h
d
n
）
常
に
父
の
想

　
　
　
　

法
華
経
に

お
け

ろ
上
慢
の
四
衆
と
の
問
係
、
昧
り
見
た
る
怜
薩
行
（
そ
の
四
）
（
伊
藤
）

ひ
　
も
　
ヘ
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
　
ヘ
　
へ
　
う

い
を
な
し
三
コ
。
望
コ
一
ρ
ρ
日
⑰
三
8
ヨ
言
ρ
ぺ
耳
（
生
二
無
上
父
想
一
）
、
増
上
慢
の

ヤ

　
　
も
　
　
も
　
も
　
　
ソ
　
へ

念
い
を
捨
て
て
（
邑
三
ヨ
巴
】
P
㏄
。
旦
鼠
ヨ
…
N
、
ニ
ピ
鞠
p
破
二
於
倍
慢
心
二
、
す
な
わ
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゐ

倒
詔
曲
（
翁
ニ
ジ
●
詔
・
証
）
・
慢
（
コ
、
巴
5
慢
）
・
邪
偽
二
、
已
冨
コ
剖
邪
偽
心
）
を
捨
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
パ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ひ
　
　
も
　
　
ヤ
　
　
へ

て
’
嫉
妬
〔
夏
〉
．
ρ
嫉
志
）
を
な
さ
ず
（
n
a
　
V
’
k
r
）
に
、
こ
の
経
を
顕
説
し
よ
う
と

（ii

E
F
．
t
（
　
（
i
c
e
h
a
t
c
　
g
．
t
i
t
r
a
m
　
i
d
a
i
p
　
p
r
a
k
a
S
i
t
u
m
欲
・
説
二
是
経
二
の
で
、
⑬
障
碇

Z
L
f
　
k
！
v
　
（
n
a
　
t
a
s
〉
，
a
　
b
h
o
t
i
　
a
n
t
a
r
a
y
a
l
．
i
説
レ
法
無
二
障
擬
二
、
勧
常
に
質
直
・
柔
和

（ひ

p
（
」
勾
…
a
r
j
a
v
u
　
m
，
i
r
d
a
v
a
い
　
c
a
常
柔
和
）
に
し
て
忍
耐
つ
よ
く
（
冨
輌
巳
艮
8
能

　
　
　
ト
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

忍
）
、
こ
の
法
を
何
度
も
顕
説
す
る
（
d
h
a
r
n
）
a
r
l
i
　
p
r
a
k
a
t
｛
e
t
u
　
p
u
n
a
l
．
）
－
p
u
n
a
S
6
’

i
m
a
l
p
説
レ
法
）
と
い
う
。

　

＊
　
自
ら
慢
な
い
し
増
上
慢
を
捨
て
る
点
は
、
十
地
経
の
十
地
菩
薩
の
慢
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ざ
　
ヤ
　
ヘ
　
ゼ
　
で
　
も
　
へ

対
治
の

次
第
に

類
似
す
る
が
’
か
く
し
て
諸
仏
に
対
し
て
父
想
を
生
ず
る
点
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
パ
　
ヤ
　
　
へ

は
、
法
華
経
独
自
の
父
子
の
義
が
看
取
さ
れ
よ
う
。

　
⑤

　
〈
否
定
の

対
象

と
な
る
人
間
像
は
大
い
な
る
悪
が
．
心
の
も
の
た
る
衆
生
で

あ
る
〉

　
大
い
な
る
悪
慧
の
も
の
（
目
p
狂
牛
⊆
ヱ
）
墨
さ
ピ
，
冶
ε
、
ρ
為
二
大
久
「
過
去
世
行
二
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ゼ
　
　
さ
　
　
び
　
　
ゼ
　
　
ち
　
　
へ
　
　
も

乗
一
者
）
た
る
衆
生
と
は
、
如
来
の
善
巧
方
便
を
有
す
る
随
宜
所
説
意
趣
を
聞
か

　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
も
　
へ

ず
～
信
ぜ
ず
信
解
し
4
6
　
L
　
（
t
a
t
h
a
g
a
t
a
s
y
o
p
i
i
y
a
－
k
a
u
S
a
l
y
a
r
p
　
s
a
n
i
d
h
a
－
b
h
a
s
．
　
i
t
a
t
p

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
も
　
　
ヤ
　
　
へ

n
a
　
V
N
S
r
u
～
n
a
　
S
r
a
c
l
－
V
L
d
h
a
J
　
n
a
d
h
i
－
V
－
m
u
c
如
来
方
便
。
随
宜
説
法
。
不
レ
聞
～
不
レ

信

不
レ
解
）
も
の
、
こ
の
法
門
に
入
ら
ず
悟
ら
な
い
（
三
・
p
ヨ
合
自
∋
P
℃
2
∨
勘
｝
、
ρ
m
・

n
av
a
－
V
－
t
t
　
n
a
　
V
－
b
u
d
h
不
・
信
二
不
レ
解
三
是
経
二
も
の
で
あ
る
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
七
一



　

　

　

　

法
華
文
化
研
究
（
第
一
九
号
）

　

＊
　
こ
れ
は
勧
持
品
0
9
・
⑤
の
上
慢
比
丘
の
根
本
的
特
性
に
合
致
す
る
。

の

点
は
今
品
と
勧
持
品
と
の
関
係
を
推
知
せ
し
め
る
。

◎

　
菩
薩
比
丘
と
悪
慧
の
衆
生
と
の
異
点
を
対
比
す
る
と
’
左
の
如
し
。

こ

菩
薩
比
丘

悪
慧
の
衆
生

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
1

大
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
こ
の
法
を
顕
説
す
る

　
⑥

　
長
行
に
「
如
来
の
般
浬
築
の
後
、
正
法
の
滅
尽
す
る
後
時
が
転
現
す
る

．
x
J
）
i
x
v
　
（
s
a
d
d
h
a
r
m
a
－
p
r
a
t
i
k
，
a
y
a
‘
n
t
a
－
k
a
l
e
　
v
a
r
t
a
m
a
n
e
於
二
後
末
世
一
法
欲
レ
滅
時
）
」

（ー
正
法
が
滅
尽
す
r
る
後
の
五
百
年
が
転
現
す
る
と
“
J
　
p
a
f
i
c
a
S
a
t
y
a
r
p
　
s
a
d
d
h
a
r
m
a
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

v
i
p
r
a
l
o
p
e
　
v
a
r
t
a
m
a
n
e
於
I
T
末
法
中
一
）
と
あ
る
の
は
、
釈
尊
滅
後
、
後
な
る
五
百

年
の

初
ま
り
を
日
前
に
ひ
か
え
た
始
め
の
五
百
年
中
の
終
末
な
る
あ
る
時
期
に
、

安
楽
行
品
な
い
し
法
華
経
が
成
立
し
た
こ
と
を
推
定
せ
し
め
る
の
で
は
な
い
か
。

こ
れ
は
勧
持
品
の
⑨
’
⑧
に
照
合
す
る
，
、

ヒ
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヤ
　
　
も
　
　
も
　
　
め
　
　
も
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
　
　
　
も

　
⑧
　
な

お
⑩
に
「
誰
に
も
軽
蔑
を
告
げ
ず
（
〔
ス
ρ
巳
ご
竺
⊆
［
5
〆
＼
ノ
、
え
…
不
レ
軽
コ

へ
　
　
も
　
　
て

蔑
於

人
一
）
、
所
見
に
よ
る
論
争
を
な
さ
ず
（
貸
噸
言
－
・
．
二
．
さ
・
言
9
：
言
言
c
ぺ
．
ご

亦

不
・
戯
コ
論
法
一
）
、
〈
な
ん
じ
は
無
上
智
を
得
な
い
だ
ろ
う
（
コ
ρ
言
）
逐
霧
二
日
デ

，

1
1
1
1
　
．
l
n
u
t
t
a
T
’
．
1
　
t
v
a
n
）
汝
不
・
得
・
仏
）
〉
と
（
言
っ
て
他
者
を
）
疑
悔
せ
し
め
る
要

因
を
作
ら
な
い
（
k
a
u
k
1
t
y
a
－
s
t
h
a
’
n
a
　
c
a
　
n
a
　
j
a
ε
N
f
’
k
r
不
レ
令
二
他
疑
悔
↓
）
」
と
あ

る
の
は
、
常
不
軽
菩
薩
品
の
、
い
わ
ゆ
る
二
十
四
字
の
略
法
華
t
w
　
（
＝
二
十
四
字

　
　
　
　
　
つ
こ

下

種
）
の
内
容
に
合
致
す
る
、

　

こ
の
こ
と
は
今
晶
と
不
軽
品
と
の
親
縁
の
関
係
を
推
知
せ
し
め
る
’

（
1
）
　
プ
．
，
一
、
こ
二
巴
ざ
へ
Z
－
二
竺
O
へ
゜
　
I
r
）
．
正
蔵
三
七
b
、
国
訳
一
〇
．
頁
’

（2
）
　
～
V
T
．
，
　
P
°
L
）
i
S
（
；
，
　
t
．
　
9
．

（eo
）　i
e
V
T
・
，
　
l
，
・
　
2
，
1
4
．
　
t
．
　
2
S
－
l
・
．
　
2
1
C
，
，
　
L
　
6
・
正
蔵
三
八
c
、
一
〇
九
b
、
国
訳
↓
〇
五
頁
。

（4
）
≦
、
、
1
’
．
，
　
l
，
．
　
2
，
l
l
，
、
”
。
°

（
5
）
　
木
論
の
「
W
　
常
不
軽
涛
薩
品
第
二
十
に
お
．
▽
ろ
常
不
軽
菩
薩
と
増
上
慢
あ
る
（
”
t
上
慢

　

　
の
）
四
衆
」
を
参
照
さ
れ
た
い
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（以
下
、
続
稿
）


